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Scopus とは－世界最大規模の書誌・引用データベース 

平成 21 年 4 月から本学に導入された Scopus（スコーパス）をご紹介します。その最大の特徴は，データカバーが広

範囲であることです。その対象となるのは下記のとおりです。 

・ 分野：科学・技術・医学・社会科学・人文科学分野 

・ 世界 5,000 以上の出版社の 18,000 誌以上のジャーナル 

・ 1800 年代からの抄録データと 1996 年以降の参考文献 

・ 冊子体発行前論文（Articles in Press）－Nature, Elsevier, Springer 等 

・ 科学に特化した Web 情報－大学・研究機関・著者ホームページ，プレプリントサーバ，機関リポジトリ 

・ 特許情報（世界知的所有権機関，特許庁（米国，ヨーロッパ，英国，日本 ）） 

どこが違うか？ 

それでは，すでにお使いいただいている Engineering Village や Science Direct とどこが違うのでしょうか？ 

Engineering Village も強力な検索機能を持つデータベースで論文の抄録によりその内容を知ると共に論文の

Full-text へのリンクも機能も持っていますが，その論文が引用した参考文献やその論文が引用された論文へのリンク

はできません。 

Science Direct は，電子ジャーナルですが科学・技術・医学・社会科学分野を網羅する約 2,500 誌の集まりなので

Science Direct 内のデータベースでもあります。 

Scopus は，抄録に加えて参考文献（論文が何を引用しているか）や引用文献（論文が何に引用されているか）情報へ

リンクしていけるのが特徴です。 

 

研究者のお助けツール SSccooppuuss で， 

  良い論文を効率よく作成しましょう 



特集：学術論文の探し方

Google Scholar との違い 

無料データベースの Google Scholar も研究者から支持を集めています。査読雑誌よりもオープンアクセス文献（会

議録，テクニカルレポート，学位論文などを含む）の検索に優位であると言われていますが，データの収録基準を公

開していないため選定基準が明確ではありません。また，被引用文献表示は可能ですが，参考文献表示はできませ

ん。しかし，強力な学術文献収集ツールですから Google Scholar と Scopus を併用すると情報収集効果を高めることが

できます。 

良い論文を書くために Scopus を使う 

それでは，“良い論文を書く”ために Scopus を使ってみましょう。 

 

図１ 
１．質の高い関連論文を探す 

Basic Search で検索してみましょう。キーワード，

論文タイトル，ジャーナルタイトルなど検索対象項

目を選ぶことができます。キーワード“ips cell”を

入力して検索  してみます。（図１） 

 

Refine Results ： 検索されたデータを重要な

雑誌，特定の著者などに限って絞り込むことがで

きます。（図２）Source Title や Author Name の左

横のボックスにチェックを入れて、 

（そのデータを残す） 

（そのデータを除く）を実行します。 

 

 

図２ 質の高い論文を探す 

→被引用件数の高い順に並び替える。 

（図 2 Cited by をクリックする） 

論文の引用回数が多い論文が必ずしも優れた

論文とは限りませんが（本当に独創的な論文は，

読みにくいことが多い。註１），やはり先行研究で

多く言及された被引用件数の高い論文は，この研

究テーマで研究する際，読んでおかなければなら

ない・これから書く自分の研究論文の参考文献に

含める必要性の高い論文として注目することがで

きます。 

註１)フェデリコ・ロージ，テューダー・ジョンストン：科学者として

生き残る方法，高橋さきの訳，日経 BP 社，2008，p135
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２．抄録と参考文献を見る 図３ 

参考文献： Refereces のエリアでこの研究が過去にどのように行われてきたかを知ることができ，元になった研究へ

リンクすることができます。 

引用文献：画面右上の Cited by since 1996 では，この論文を 1966 年以降に引用している論文数と最新の 2 件が

表示されています。引用文献をたどっていくことにより，この論文がいかに発展していったかを確認することができま

す。また，世界の特許での引用数やその特許情報も見ることができます。 

このように Scopus は，過去から未来の時間軸を追って関連文献を探す強力な引用機能を持っています。 

あなたは，今までこれらの作業にどれだけの時間を費やしていましたか？ 

図３:抄録と参考文献の見方 

３．関連論文を収集して多読する  
PDF 一括ダウンロード機能で収集しておいて後で時間ができた時によむ，あるいは，読みたい論文リストを Scopus 上

の My List に保存（要ユーザ登録）しておいて後から見ることができます。 



特集：学術論文の探し方

図 4  論文 Full Text を見る  

フルテキストへのリンクをクリックする 

読みたい論文を本学で購入している場合や Open Access の場合、この画面がでます。 

読みたい論文を 
本学で購入していない場合 
文献複写申込画面へリンクして他大学

から取り寄せることができます。→ 
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４．ユーザ登録をして各種アラートにより研究の最新動向をチェックする  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以下のアラート機能

を利用して研究の最新

動向を常にチェックす

ることができます。 
これらの機能と上記

3.My List を利用する

ためには，ユーザ登録を

します。 
 

Search Alerts  
一度検索したのと同じ検索条件

の最新論文情報が Scopus に収録さ

れると自動的に電子メールで知らせ

てくれます。 

Document Citation Alerts 
ある論文が Scopus 上の他の論文

に新たに引用された時に自動的に

電子メールで知らせてくれます。あ

なたの論文が世界の見知らぬ研究

者に引用されたことを知ることができ

ます。 



Author Citation Alerts 
した時に

電

ある著者が新たに文献を発表

子メールで知らせてくれます。 

 

投稿するジャーナルを選ぶ  

ある研究テーマによる Basic Search 結果から論文数の多い複数のジャーナルを論文投稿先の候補にして

比較検討することができます。 



論文を効率よく執筆するために  

Scopus から出力した文献情報を RefWorks や EndNote などの引用管理ソフトウェアで管理し，論文投稿時に

要求される記述形式で引用リストを作成することができます。論文作成がもっと効率よく行われることでしょう。 

 

おわりに 

学術雑誌の電子ジャーナル化が研究者の論文の検索・入手・利用行動にもらたす変化についての調査

結果（註２）によるとこの 30 年間で特に学術雑誌論文の「読み」についての変化として、 

１）読む論文数が増えた一方で 1 論文あたりに費やす読みの時間は減少したこと、 

２）著者のホームページなど論文の入手先が増えたことなどがあげられています。 

また、電子ジャーナルの普及によって変化しないこととして、 

１）学術雑誌論文は依然として重要な情報源であること、 

２）多くの論文を少ない時間で読むようになっても、1 件 1 件の論文に向ける注意は高いことが挙げられて

います。つまり、研究者にとって学術雑誌論文の重要であることに変わりはないが、利用行動は変化してい

るようです。ご紹介したScopusがとてもお忙しいあなたの論文作成ワークフローに良い変化をもたらしてくれ

ることを願ってやみません。 

註２）Tenopir, C., King, D. W., Edwards, S., Wu, L. Electronic journals and  changes in scholarly article seeking 

and reading patterns. Aslib Proceedings. 2009, vol.61, no.1, p.5-32. 

 

この記事は図書館 HP にカラーで公開しています。

URL：http://mitlib.lib.muroran-it.ac.jp/scopus/
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